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国際コース２年個人研究テーマ発表 

 

９月１５日、本校で開催された文化祭において、国際コース２年生が現在ＳＧＨで進めている個人研究の途中成果を発

表しました。大きく４つの領域（国際開発、国際ビジネス、環境・エネルギー、医療・福祉）ごとにグループ分けはして

いますが、領域ごとに一人一人異なった個人テーマを設定し、調べ学習をすすめながら論文の執筆も同時に行っています。 

生徒たちは夏休み中に、論文の序論に研究の目的と、先行研究との関連における研究の意義をまとめました。現在は課

題の原因、歴史的背景を研究し、今後、本論第１章を執筆する予定です。 

今回のポスターセッションは、各テーマに

おける問題提起、そしてなぜそれが問題であ

るのかをまとめたものです。 

生徒は時間ごとに当番を決め、来場者に自

らのポスターの細かな説明をしていました。

生徒一人一人様々な視点から問題提起をして

いるので、新しい発見がたくさん感じ取れる

ポスターに仕上がっていました。特に写真や

グラフなどの視覚にうったえるものが多く、

わかりやすくまとめられていたのが非常に印

象的でした。 
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ポスターセッションを観て回っている保護者の方々の興味も

刺激できたようで、説明役の生徒にいろいろな質問をぶつけて

いただいたことで、新たな切り口が発見できた生徒も多かった

ようです。 

今回、このような発表機会を得たことで、この先の研究論文

にいかしていけるような貴重な体験ができたポスターセッショ

ンになったことは非常にうれしいことでした。 

 

 

生徒の感想 

「自分の研究に関する知識や理解度がないと他人にはうまく

伝わらないので、より自分の研究の内容を深められた。」 

 

「観ていただいた人に興味を持っていただいたので、自分の

視点が間違っていないことを確認できて安心した。」 

 

 

 

 

啓明コース２年 研究テーマ発表 

 

啓明コース２年生は、10

月に行われるシンガポール

研修旅行に向けた研究活動

の途中経過を今回の文化祭

で発表しました。 

国際コースと同じように、

大きく４つの領域（国際開

発、国際ビジネス、環境・

エネルギー、医療・福祉）

ごとに合計２３のグループ

に分かれ活動しており、今

回のポスターセッションは

それぞれの班ごとに一枚を

作成しました。ただし、一

人一人異なったテーマを持

っていますので、それらを

新聞記事のように集めながらも、より見学者に解りやすくするために、と作成するのに少々苦労はしていたようですが、

結果的には各班それぞれ趣向を凝らしたものができあがりました。また、あわせて、一人一人の研究論文のもととなるレ

ポートも展示しました。 

ここから更に研究を進めて、10 月 12 日（火）～15（金）にかけて、シンガポール研修旅行に出発し、帰国後に研究論

文を仕上げる予定です。 

 


